
行政刷新会議 各位 

 

この度、行政刷新会議を任期途中で辞任することになりました。今後と

も続けたいというのが私の思いでありますが、日本航空の会長をお引き

受けするなど時間的な余裕がなくなったこともあり、やむを得ずの決断

です。どうかご容赦ください。 

 

ただし、行政刷新会議そのものには参加しませんが、内閣特別顧問とい

う立場もございますので、今後も出来る限りお役に立ちたいと思ってお

ります。 

 

今は日本の大きな転換期です。その舵取りの中枢を担うのが本会議だと

思います。昨年 11 月の第 3 回会議で提出致しました意見書は、私の思

いを凝縮したものです。鳩山総理、枝野大臣のリーダーシップのもとで、

その思いが実現できるよう頑張って頂ければ有難く思います。 

 

今後とも日本国民の未来のために、おもねることなく、思い切って行政

刷新を断行して頂きたいと思っております。 

 

行政刷新会議の更なるご活躍を心より祈念しまして、辞任にあたっての

ご挨拶と致します。 
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